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第１表　県内市町村の団体区分別ラスパイレス指数（一般行政職）

２．ラスパイレス指数の分布状況

（ポイント）

第２表　県内市町村のラスパイレス指数の分布状況（一般行政職）

市町村平均 97.9 97.6 97.9

0.1

町村平均

１．団体区分別ラスパイレス指数

令和７年４月１日現在の県内市町村における一般行政職の給与水準は、ラスパイレス指数でみると市平均（98.5）、町村
平均（96.3）、市町村平均（97.9）と、市町村全体としては、昨年から＋0.3となっており、平成27年（10年前）と比較
すると±0.0となっている。

令和７年４月１日現在の県内平均は全国平均と比較すると、市町村平均で全地方公共団体平均より1.0低い数値となって
いる。市平均で全国市平均と0.2低い数値となっており、町村平均で全国町村平均より0.4低い数値となっている。

区　分
H27.4.1 R6.4.1 R7.4.1

増　減

H27→R7 R6→R7

95.9 95.9 96.3 0.4

市平均 98.8 98.4 98.5

0.3

全
国

市平均 98.7 98.6 98.7 0.0 0.1

町村平均

県
内

95.8 96.4 96.7 0.9 0.3

全地方公共団体
平均

99.0 98.8 98.9 ▲ 0.1 0.1

令和７年４月１日現在、県内市町村における分布は､「95以上～100未満」で20団体となっており、「90以上～95未満」で４
団体となっている。

区　分
H27.4.1 R6.4.1 R7.4.1

増　減（割合）

H27→R7 R6→R7

105以上 - - - - -

100以上～105未満 3(12.5%) - - ▲12.5% -

 95以上～100未満 14(58.3%) 18(75.0%) 20(83.3%) 25.0% 8.3%

90以上～95未満 7(29.2%)  6(25.0%) 4(16.7%) ▲12.5% ▲8.3%

90未満 - - - - -

▲ 0.3

0.4

0.0

県内市町村計 24 24 24

＜参考：ラスパイレス指数100以上の団体（数値が高い順）＞
平成27年４月　①佐那河内村（100.9）　②徳島市（100.2）　③美馬市（100.0）

令和６年４月　該当団体なし

令和７年４月　該当団体なし



３．団体別ラスパイレス指数の状況

（ポイント）

第３表　県内市町村のラスパイレス指数（一般行政職）

※各平均値は加重平均により算出。

県内市町村におけるラスパイレス指数の変動要因としては、採用・退職等職員構成の変動による影響などが考え
られる。

団体名 R6.4.1 R7.4.1
増減

（R7-R6）
団体名 R6.4.1 R7.4.1

増減
（R7-R6）

徳島市 99.0 99.0 0.0 那賀町 95.3 95.8 0.5

鳴門市 96.8 97.1 0.3 牟岐町 96.9 95.7 ▲ 1.2

小松島市 98.9 98.2 ▲ 0.7 美波町 94.2 94.4 0.2

阿南市 98.2 98.1 ▲ 0.1 海陽町 90.5 90.7 0.2

吉野川市 99.1 99.3 0.2 松茂町 94.5 95.7 1.2

阿波市 98.8 98.6 ▲ 0.2 北島町 95.4 95.6 0.2

美馬市 99.0 99.3 0.3 藍住町 95.9 96.4 0.5

三好市 97.1 97.6 0.5 板野町 96.9 97.4 0.5

県内市平均 98.4 98.5 0.1 上板町 96.1 95.5 ▲ 0.6

全国市平均 98.6 98.7 0.1 つるぎ町 93.9 94.9 1.0

勝浦町 95.8 94.8 ▲ 1.0 東みよし町 98.2 98.5 0.3

上勝町 94.0 95.2 1.2 県内町村平均 95.9 96.3 0.4

佐那河内村 94.7 97.9 3.2 全国町村平均 96.4 96.7 0.3

石井町 99.0 99.2 0.2 県内市町村平均 97.6 97.9 0.3

98.9 0.1

＜ラスパイレス指数県内　上位３団体＞
①吉野川市（99.3）　①美馬市（99.3）　③石井町（99.2）

＜ラスパイレス指数県内　下位３団体＞
①海陽町（90.7）　②美波町（94.4）　③勝浦町（94.8）

神山町 95.1 95.6 0.5
全地方公共団体

平均
98.8



（参考）ラスパイレス指数とは

（ポイント）

①

②

③

職員数(人) Ａ×Ｂ Ａ×Ｃ

国 国 対象団体  (百円)  （百円）
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

3,393 2,255 2,193 7,651,215 7,440,849

3,535 2,302 2,250 8,137,570 7,953,750

3,620 2,361 2,293 8,546,820 8,300,660

7,302 2,461 2,365 17,970,222 17,269,230

6,493 2,585 2,480 16,784,405 16,102,640

8,665 2,756 2,614 23,880,740 22,650,310

10,185 3,047 2,865 31,033,695 29,180,025

10,242 3,478 3,217 35,621,676 32,948,514

13,000 3,803 3,638 49,439,000 47,294,000

12,330 4,018 3,930 49,541,940 48,456,900

9,837 4,116 4,084 40,489,092 40,174,308

2,398 4,139 4,166 9,925,322 9,990,068

Ｆ Ｇ
91,000 299,021,697 287,761,254

Ｈ Ｉ
7,941 25,924,537 26,061,879

Ｊ Ｋ
40,610 138,691,864 139,825,021

Ｌ Ｍ
29 43,646 65,739

＝ 97.85 =97.9（小数点以下第２位四捨五入）

国の行政職俸給表（一）の適用職員の給与水準を100とした場合の地方公務員一般行政職の給与水準

　職員構成を学歴別、経験年数別に区分し、地方公共団体の職員構成が国の職員構成と同一と仮定
して算出するものであり、地方公共団体の仮定給料総額（地方公共団体の学歴別、経験年数別の平
均給料月額に国の職員数を乗じて得た総和）を国の実俸給総額で除して得る加重平均である。
　なお、算出に当たっては、60歳に達した日後の最初の４月１日以後に支給される給料月額につい
て、本来の給料月額の７割水準に設定される職員を除いている。

ラスパイレス指数は、統計処理上の加重平均の一方法によって得られた指数であり、総合的な給
与水準比較の結果である。

ラスパイレス指数が増加、減少する要因として、国と異なった給料表の構造や給与制度・運用が
行われた場合、職員構成が変動した場合等がある。

職員数が少ない小規模町村では、１人の職員の変動がラスパイレス指数に与える影響は大きくな
る。

各団体において、ラスパイレス指数の分析を通じて、給与実態をより的確に把握し、給与水準、
給与制度・運用の在り方を検討する資料とすることが求められる。

【計算例】

（ 大 学 卒 ）

経験年数
平均俸給(給料)月額（百円）

　　　　１年未満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上７年未満

７年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上25年未満

25年以上30年未満

30年以上35年未満

35年以上　　　　

計

（ 短 大 卒 ）

計

（ 高 校 卒 ）

計

（ 中 学 卒 ）

計

ラスパイレス指数＝
Ｇ＋Ｉ＋Ｋ＋Ｍ

×100
Ｆ＋Ｈ＋Ｊ＋Ｌ

＝
(287,761,254)+(26,061,879)+(139,825,021)+(65,739)

×100
(299,021,697)+(25,924,537)+(138,691,864)+(43,646)


